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中国国際ソフトウェア及び情報サービスフェアについて
中国国際ソフトウェア・情報サービスフェア（以下CISISと呼ぶ）は、中国国務院（中央政府）では批准した、唯一の国家レベルのソフトウェアフェアです。2003年に創立されて以来、既に7回開催されておりますが、そのいずれも盛況で終わり、成功を納めております。中国における最高規模かつ実効性で、国際影響力を持っているIT業界のフェアとなっております。国内外各業界、政府機関、企業、R&D機関及びマスコミに注目され、高い評価を受けております。中国ソフトウェアと情報サービス産業発展の羽根となります。2009年のフェアは展示面積が30、000㎡に達し、世界各地から、企業800社以上がフェアに参加しました。Intel、Microsoft、IBM、SAP等、グローバル大手会社をはじめ、NeuSoft、DHC、HI-SOFT等中国業界のリーダー企業も出展しました。30以上の国及び地域、また、中国国内の50以上の省、市からの参加者、見学者をお迎えしました。
第９回のフェアのテーマは「ソフトウェアがエコ経済成長を創造する」です。国際連携、自主イノベーション、業界における応用、資金面のマッチング、人材交流、信用システムの六つの部分に分けて、ソフトウェア産業と情報化との融合を図ります。ソフトウェアと業界における応用とのインタラクション、国内ソフトウェア産業と国際市場とのインタラクションをハイライトにします。全力を挙げて、販路拡大、企業マッチング、新技術発表及び企業間取引との、4つの専門的プラットフォームの構築を通じて、中国国際ソフトウェア及び情報サービスフェアの機能及びブランド影響力が一層向上します。今回のフェアは展示規模が30、000㎡で、参加企業が800社となると予測します。その中に海外ミッション15と国内ミッション30となり、参加者は3万人に達する見込みです。その中、海外と国内のユーザーはそれぞれ1.5万人に達します。歴史的に最大規模となります。
その他
中国国内情報化のレベルアップ及び情報化が工業化を牽引する方針に従い、ソフトウェア産業が製造業から農業、物流管理及びなサービス業など、あらゆる分野で実施され、効率と競争力を高めて、労働集約型生産方式から自動化管理モードへ転換しました。2008年、中国ソフトウェア産業売上高は29%伸び、7500億人民元に達しました。ソフトウェア技術サービスと組み込みソフトウェア製品の売上高はそれぞれ40%と17%伸びました。同時に、2009年から実施された3G政策により、3Gプラットフォームのソフトウェア応用が加速され、将来6年以内には、中国は3Gの関連するソフトウェア、設備及びネットワークへの投資が6000億人民元（883億ドル相当）を超える見込みです。
中国国際ソフトウェア及び情報サービスフェアを開催した大連市は中国東北地方における重要な対外開放港湾都市であり、数多くの国際企業からの注目、投資をいただいております。2007年3月にインテルは大連へ25億ドル投資して、アジア初つのチップ工場を建設し始めました。大連は中国の有名なソフトウェア産業の拠点都市であり、中国ソフトウェア企業ランキングのベスト３はすべて大連に進出しております。IBM、HP、DELL、アクセンチュア、SAP、SONY等グローバル大手会社は約40社が大連でソフトウェアR&D及びBPOセンターを設立したことにより、大連は中国のバンガロールとも呼ばれます。2007年にIDC社により発表されたグローバル交付指数で、大連は選ばれた35都市の中では五位で、中国一位となりました。中国国内で最もソフトウェア著作権保護政策を早めに実施した都市の一つでもあります。2005年、大連は国家知的財産局により、中国初のソフトウェア著作権保護のモデル都市に選出されました。大連は最初に国内でたソフトウェア及び情報サービス個人情報保護評価システム（PIPA）を設立し、日本情報処理開発協会と、PIPAとP-MARK間の相互認可協議を調印しました。

第一部分：概要
一【名　　称】
第九回中国国際ソフトウェア及び情報サービスフェア
（CISIS2011）
二【開催期間】
2011年6月16日—1８日　9：00－16：30
2011年6月1９日　　　　9：00－12：00
三【場　　所】
大連世界博覧広場
四【組織機構】
批准：中華人民共和国国務院
主催：中華人民共和国商務部
中華人民共和国工業と信息化部
中華人民共和国教育部
中華人民共和国科学技術部
中国国際貿易促進委員会
遼寧省人民政府
協賛：大連市人民政府
中国サービス貿易協会
実施：大連市中国国際ソフトウェア及び情報サービス取引センター
戦略メディアパートナー
Sina

海外支援団体
韓国ソフトウェア工業協会、日本貿易振興機構（JETRO）大連代表所、日本電子情報技術産業協会（JEITA）、マレーシアマルチメディアコリドー、アイルランド貿易発展局、インド中国経済文化促進会、フィンランド貿易技術センター、在中国イシレア大使館商務処、オーストラリア貿易委員会、スペインワロンシア中国代表処、在瀋陽アメリカ総領事館、アメリカ中国商会、在中国カナダ大使館務処、アサ二ア企業管理局上海代表処、ニュージーランド企業発展局、米中貿易全国委員会、ドイツフラウンホーファー協会、香港貿易発展局、香港ソフトウェア内陸業界協力協会、シンガポール国際企業発展局、台北電脳同業公会、中華軟体協会、アイルランド貿易発展局、フィンランド貿易技術センター、在中国イスラエル大使館ビジネスセンター
フォーラムの協力パートナー
中国鉄鋼工業協会、中国物流と購買連合会、中国石油化学工業協会、中国情報産業商会、中国RFID産業連盟、中国航空技術学会、アメリカ項目管理協会い中国事務所、中国電機工程学会電力情報化専門委員会、東北三省暖房提供協会、中国メディア連盟、盛大天行顧問有限公司、中国企業家雑誌、、McKinsey、BearingPoint、Gartner、野村総研、TPI、华尔街日報、金融時報、大連市著作権保護協会、大連市ソフトウェア協会、大連CIO協会
国内後援団体：
中国物流仕入連合会、中国物流仕入連合会の自動車物流分会、中国RFID産業連盟、国家林業局情報センター、情報産業部電子研究所、中国機械工業連合会、電子元器件情報、21世紀経済報道、情報週刊、中国計算機新聞、電脳教育新聞、投資中国、ソフトウェア世界、E-WORKS
重要メディアパートナー
CCTV、新華社、中国日報、国際商報、中国電子報、科技日報、21世紀経済報道、経済観察報、第一財務経済報、华爾街日报中文网、中国企業家雑誌、IT時代週刊、IT経理世界、中国計算機報、中国電脳教育報、中国信息化、通信産業報、互連網週刊、Ｅ製造、データー撮影、Sina、TENCENT、163、SOHU、和訊网、中国服務貿易ネットワーク、天極网、賽迪、硅谷動力、IT専門家ネットワーク、（中国進出口軟件、軟件世界、財経、YESKY、CCIDnet）、天健網、遼寧日報、遼寧テレビ局、大連日報、大連テレビ局、（china.alibaba.comwsj-asia）など。
第二部分：CISISのハイライトと特色
ハイライト：
今回のフェアにはIT地球村を引き続き設置し、世界で最も優秀な企業、製品及び最先端的な技術とサービスを集中的に展示すると同時に、産業化と情報化（以下は「二化」という）融合展示エリア、アウトソーシングガイドエリア、新企業展示エリア、Eビジネス産業など、新規展示エリアを増設します。
特色：
四つのプラットフォームを構築し、実績あるマッチング、取引を図り。
外国企業が中国販路を拡大するプラットフォーム
国内企業がアウトソーシング業務を受注するプラットフォーム
産業及び企業情報を発表するプラットフォーム
「二化」の融合による取引をするプラットフォーム
六つの部分に分け、専門分野を全面的にカバー
国際連携：国際提携を求め、対話のプラットフォームを構築。
グローバルフトフェアと情報サービスのトップフォーラム
中国国際ソフトフェアと情報サービスアウトソーシングサミット
自主イノベーション：技術革新を推進し、メイド・イン・チャイナを超え。
中国ソフトフェア自主イノベーションフォーラム
中国ソフトフェア自主イノベーション事業発表
業界における応用：内需を十分に発掘し、情報応用を加速。
業界の情報化応用フォーラム：鉄鋼業、物流、小売販売、航空、石化、暖房、生物、医療、インターネット
専門技術発展フォーラム：集積回路産業、組み込みソフトウェア、RFID、开源、工業電子、テスト
人材交流：人材不足を解消し、産業と学校のインタラクションを促進。
国際IT人材の教育トレーニングサミット
国際IT人材の募集大会
資金面のマッチング：資本マッチングを促進し、企業発展に助力
投資・融資フォーラム及びプロジェクトマッチング
融資プロジェクトの募集とデモンストレーション
信用システム：信用環境を改善し、競争力を向上させ
中国ソフトウェア及びサービスシステム構築フォーラム
知的財産権保護研究、品質認証コース、情報安全フォーラム
第三部分：内容
一、特別テーマ展示
展示エリアの設置：
展示エリア一：IT地球村（国際大手企業、団体･集団展示エリア）
展示エリア二：国内重要企業展示エリア
展示エリア三：国内団体及びアウトソーシングガイドエリア展示エリア
展示エリア四：「二化」の融合を実施した業界における応用ケース展示エリア
展示エリア五：都市情報化展示エリア
展示エリア六：ニューチャンピオンソフトウェア企業展示エリア
展示エリア七：通信技術展示エリア
展示エリア八：Eビジネス展示エリア
展示エリア九：情報技術体験エリア
展示品の紹介：
· システムソフトウェア：オペレーティングシステム/データーベースシステム/その他のシステムソフトウェア
· サポートソフトウェア：ミドルウェア/コンポーネント/インターネット及び通信管理ソフトウェア/安全秘密厳守ソフトウェアの開発/言語とツールのソフトウェアと基礎ベースの開発/その他サポートソフトウェア
· 応用ソフトウェア：汎用ソフトウェア/業界応用ソフトウェア/文字処理ソフトウェア
· 組込みソフトウェア：工業制御/オフィス設備/医療/車/通信等の業界の組込みソフトウェア
· システム統合ソリューション：電子政務/eビジネス/企業管理/金融/保険/交通/商業/病院等のシステム統合
· ソフトウェア情報サービス：ソフトウェアメンテナンス/トレーニング/コンサルティング/オーダー開発/アウトソーシング/データ処理等
· 通信設備、コンピューター製造：通信設備/集積回路/IC設計等
ブースの価格：
	基準
	ブースのサイズ
	価格

	国内
	基礎ブース3m×3m
	9000元/ブース

	
	特別エリア（36m2以上のみ）
	900元/㎡

	国際
	基礎ブース3m×3m
	3000ドル/ブース

	
	特別エリア（18m2以上のみ）
	300ドル/㎡

	2010年2月28日前に展示ブース料金をお払いの出展者様には5%割引を致します


備考：ブースの基本設備：ブースの仕切り（三枚）、参加企業の中、英文の看板（一枚ずつ）、ブース範囲内のカーペット、単相220V/5Aの電源コンセント（一つ）、ブース内の照明器具（ライト二つ）、机（一つ）、椅子（二つ）、展示期間内のブース清潔サービス等をご提供します。
申し込みの手順：
「参加申込書」に記入→お支払い→ブース位置のご確認→関連情報のご提供
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

出展←展示のご準備
1）出展申込書に必要事項をご記入の上社印を押し、（+86）411-83635468までFAXにてお申し込みください。
2）「出展申込書」を出した三日間以内に全額の出展料を組織委員会の指定口座にお振込みください。期限内にお支払いのない場合は、出展を取り消させていただきますので、あらかじめご了承ください。
3）出展料を振り込みましたら、振込み証明書を411-83635468までFAXしてください。組織委員会がチェックします。
4）申込締切予定日：2010年5月31日
すべての展示品は著作権関連の法律法規を守るものとし、フェア主催委員会は出展企業と展示品に対し資格審査を行い、フェアについての最終的な解釈権を所有いたします。
＊有料サービス＊
1）記事の無料掲載：出展企業は企業カタログと製品カタログに中英文の企業紹介（400字程度）と製品紹介文（１ページ）をそれぞれ無料で掲載できます、
2）ホームページの宣伝：出展企業はフェアの専門ホームページに企業製品の紹介（400字程度）を無料掲載できます。ブース面積108㎡を超える企業はフェアホームページに企業ホームページを貼ることができます、
3）行政サービス：出展企業は事務局よりホテル予約の優遇価格、出迎え、会場とホテル間の送迎バス及び各チケットの優先予約等のサービスをご利用いただけます、
4）ビジネスマッチング：出展企業は自社のニーズにより、事務局にビジネスマッチングのサービスを求め、関連の予約サービスをご利用いただけます、
5）アフターサポート：フェア完了の後、事務局が引き続き出展企業をアフターサポートし、企業の製品宣伝会、ビジネスマッチング、業界交流会等の活動を支援いたします、
6）広告賛助：今回のフェアでは、総合賛助と単一賛助の二種類の賛助メニューを提供しており、そこに含まれております豊富な広告資源を利用することができます。具体的なご紹介については、フェアのサイトをご覧になるか、主催事務局までお問合せ下さい。
7）会員サービス：フェアの専門ホームページに登録されて、会員になったら、ソフトウェアフェアより定期的に提供された電子雑誌、調査報告、重要なフォーラム資料を無料にダウンロード出来るサービス等を得て、、優先的にソフトウェアフェアは開催する関係ビジネスイベントに参加できます。
二、会議フォーラム
1.2011グローバルソフトウェア及び情報サービスのトップフォーラム及び企業家サミット
（第９回中国国際ソフトウェア及び情報サービスフェアの開幕式)
上記のフォーラムは中国IT業界の中では、レベルが最高で、且つ規模が最大のフォーラムです。国務院指導者及び商務部、工業信息部、科技部、貿易促進会等の部、委員会の部長級高官、日本、韓国、マレーシア、エジプト、オストラリア、アメリカ等の国家政府部長級高官、インテル、マイクロソフト、IBM、HP、CISCO、MCKINSEY、EDS、SAP、ERICSSON、野村総研、日立、NTT、富士通等の国際有名な企業及びNeusoft、COSCO、中国聯通、、UFIDA等の中国リーダー企業の責任者は以前のフォーラムで講演を発表しました。既に、国内外のIT業界では年に一回の業界の盛会となっており、政府、機構、産業、企業、専門家、マスコミなど、意見を集中に交換する高いレベルのプラットフォームでもあります。
時　　間：2011年6月1６日9：00-18：00

場　　所：大連世界博覧広場多目的ホール
テ ー マ：「二化」の融合を実現し、エコ的経済成長を創造する
人　　数：1200人
参 加 者：国家各部委指導者及び関係する司局の指導者、国内各省市代表団指導者及び代表、遼寧省、大連市党政指導者、外国政府代表団高級官員及び主要な随行人員、国内外IT企業と伝統的な企業高層管理人員、専門学者、メディア記者等
講 演 者：中国国家指導者、中国商務部、工業信息部、科技部等部委指導者、日本、韓国、アメリカ、オストラリア、インド等の国家政府部長級高官、国際有名なIT企業CEO、グローバル副総裁等の企業高層指導者、中国ソフトウェア及び伝統的な業界のリーダー企業の社長、CEO、専門家、学者
内　　容：トップ講演、ゲスト対話、ビジネス商談
次　　第：
一）開幕式：
二）部長フォーラム：
国内外政府の関係者を招聘し、ソフトウェア産業及び国際連携などについて検討する。
三）企業家サミット：
国内外の有名な企業の社長或いは副社長により、「二化」の融合の深化、ソフトウェア企業がもたらすエコ的経済成長について検討する。
四）テーマ対話：企業核心競争力のイメチェン
CCTV有名なキャスターを誘って、有名な企業家、研究機構、専門家、学者等が対話する。
2、分科会：
（1）ソフトウェアイノベーション及び投融資フォーラム
（2）ソフトフェアとインフォメーションサービスアウトソーシングサミット
（3）国際項目管理ハイレベルフォーラム
（4）信用システム建設の著作権保護のフォーラム
（5）最新政策及び情報発表会
3、業界情報フォーラム：
情報化の各業界における応用及びマッチングを促進し、技術交流とR&Dを推進するため、国内の業界協会、マスコミなどと、各業界のフォーラムが次のとおり開催されます。

マスコミ及びインターネットフォーラム、「二化」の融合フォーラム、農業情報フォーラム、金融情報化フォーラム、教育情報化検討会、商業銀行情報化発展フォーラム、ヒーティング業界管理と情報化フォーラム、中国航空情報化フォーラム、物流情報化応用商務会、小売情報化応用商務会、生物ソフトウェアフォーラム、医療業界情報化フォーラム、電力業界情報化フォーラム、雲計算時代のソフトウェア開発と応用、インターネット応用とイノベーションのフォーラムなど。
4、地域間協力マッチングコンベンション：
国内外企業間の交流と合作を強めるために、国内外の政府機構と業界協会の協力を通じて地域間の協力フォーラムとマッチングコンベンションが開催されます。
中日情報サービスアウトソーシングマッチングコンベンション
中韓ソフトウェアマッチングコンベンション
中米ソフトウェアマッチングコンベンション
中国とオーストラリアソフトウェア協力フェア
中国とスイス企業マッチングコンベンション
中国とインドソフトウェア協力フェア
中国とアサ二アソフトウェア協力フェア
5、イベントプラン
中国ソフトウェア及び情報サービスフェア招待レセプション
中国国際IT業界撮影コンテント
中国国際IT人才募集大会
ITマネージャー年次総会
第四部分：選択される理由
なぜ中国国際ソフトウェア及び情報サービスフェアを選ぶか。
· 中国国際ソフトウェア及び情報サービスフェアは中国国務院に批准された中国ソフトウェア業界唯一の国家級のフェアです。今日まで７年連続で開催され、国内IT業界において、レベル・効果及び国際影響力の面で最高だと評されています。
· 本フェアは、毎年数多くの国の指導者、グローバル500ビッグカンパニーに約20社の高層幹部及び国際権威コンサルティング機構の専門家が参加し、数十社の海外IT業界の協会機構などのミッションが来られます。本フェアは国内外ソフトウェア分野の連携交流に関する重要なプラットフォームとなっています。
· 中国国際ソフトウェア及び情報サービスフェアは権威的な発布プラットフォームです。国内外政府高層幹部はフェアで産業政策について解釈し、、国内外有名な企業、コンサルティング会社は業界動態、形式予想を発表します。フェアで発表された中国ソフトウェア自主ベンチャー、中国サービスアウトソーシング産業発展戦略報告は中国ソフトウェア産業現状と未来を了解する有力な道具です。
· 中国国際ソフトウェア及び情報サービスフェアは国内のソフトウェア産業の発展に対し、重要な促進作用を持っています。毎年十数名の省、市長らと百名近くの庁、局長が政府ミッションで参加します。30以上の出展者ミッションと50以上の見学者ミッションが、中国ソフトウェア産業の現状について、相互理解を深め、業界内の交流とマッチングに十分な効果を発揮しています。
· 本フェアは専門性が高く、内容も豊富です。毎年の展示面積は3万㎡近くに達し、出展企業は600社余り。ソフトウェアと情報サービスの発展に繋がる多くの領域を含んでいるため、業界内での企業宣伝、新製品の発表、先端技術の開発、各種情報の取得などの窓口となっています。
· 本フェアは取引と実効を重視し、各種の商談会を行うことで、業界内の交流とマッチングを促進しています。クライアントの注目ポイントとニーズに合わせて、各種のマッチングパターンを設けて、出展企業とクライアントの間のコミュニケーションを強め、お互いの面談の機会と場所を設定して、毎年たくさんのビジネス成功事例が上っています
· 本フェアは毎年30ヶ国及び地域の業界、100社の国外発注企業、3000名の各業界の情報化の戦略決定に力を持つ責任者、100社の国内外のIT人材教育機構、200社の宣伝マスコミ、300名の新聞記者、3万人の国内外のIT人材、5万人の専門観客など見学に訪れます。
大連は中国でソフトウェア開発発展に最適な都市の一つだと国内外の業界に評価され、また注目もされています。十年間近くの経験を積み重ねてきて、グロバールなソフトウェアとサービスアウトソーシングの目的地の一つし、産業分担組織の中で重要なポジションを占めています。大連でグローバルソフトウェアとインフォーメーションサービスを建設するニューチャンペン都市の過程に､この展覧会のプラットフォームと窓口を通し、皆様各企業様に大連及び全国の優れたビジネスチャンスをたくさん掴むため、私たちは努力します。
第五部分：専門的な参加者
下記の団体が出席する予定です。
業界参加者の構造
· 国家部、委員会、中国国務院、商務部、工業と情報産業部、教育部、科学技術部、中国貿易促進会、国家発展改革委員会、国家版権局、国家財政部、国家税務総局、税関総署など部委員会の高級官僚及び各省、市長と情報産業部門の責任者などが出席します
· 国外政府機構：一部の国家のIT国際提携業務を担当する大臣級の高級官僚が代表団を連れて、参加します。日本経済産業省大臣政務官、オストラリア大使館公使、韓国知識経済部新産業政策官等々。
· 国内政府機構：国内の50省、市政府代表団：北京、上海、重慶、天津、黒竜江、吉林、河南、西安、新疆、江西、安徽、寧夏、海南、山東、遼寧、山西、江甘、福建、甘肃、雲南、江蘇、河北、内モーグル、広西、成都、南昌、青島、沈陽、南京、深圳、寧波、蘇州、杭州、温州、無錫等が見学に訪れ、交流のプラットフォームをより広く作り上げます
· 海外業界組織：30ヶ国及び地域のIT業界組織はビジネス商談ミッションを組み、フェアに参加し、日本貿易振興機構、日本個人情報保護推進センター、カナダ華人高級IT管理協会等など
· 国内外業界人士：3000名各業界情報化責任者とIT提供者と直接交流。
· 国内購入チーム：伝統企業300社、政府機構は情報化需要項目を発表し、現場で商談します。陕西宝成航空ゲージ、西安飛行機工業（集団）、中国航空工業発展研究センター、沈陽飛行機工業（集団）、中国一航空ミサイル研究員、長春市熱力集団、チチハル陽光熱力集団、山西晋城金駒ボイラ工程、本鋼情報自動化公司、北京首鋼、包鋼鋼連株式会社、华菱湘潭鉄鋼、、中鉄等等
· 国際協力代表団：海外ITアウトソーシング企業と国内ソフト輸出企業とマッチングアウトソーシング項目スイス銀行100社、アメリカ第一、GENPAT、野村総研情報、大宇宙、日立、明治安田生命保険、イギリス電信等
· IT訓練機構：100社国内外IT人材トレーニング機構とIT企業マッチング人材トレーニング供給と需要、教育部モデルソフトウェア学院建設工程弁公室、大連理工大学、重慶大学、大連教育連盟、カナダー華人高級IT管理協会、大連海事大学、広東恵州学院計算機系、ハルピン労働技師学院、江蘇連合職業技術学院、江蘇ソフトウェア吉山基地、、遼寧工業大学、遼寧省電子技術情報所、日本株式会社CSE大連研究開発センター、安博大連希望教育専門学校、ハルビン華夏計算機職業技術学院、大連東軟信息学院、大連海輝ソフトウェアトレーニングセンター、大連教育学院等等
· 主流メディア：メディア200社と記者300名が一堂に集まり、新浪网、CCTV、国際商報、科技日報、中国電子報、中国電脳教育報、中国計算機報、中国進出輸出ソフトウェア、中国情報産業化、IT時代週刊、IT経理世界、インターネット週刊、ソフトウェア世界、通信産業報、財政経済、21世紀経済報道、QQ、网易、sohoo、天極网、賽迪网、天健网、阿里巴巴、アジア華爾街日報、華爾街日報中文网等、全方位から本フェアの情報を報道します。
· IT専門人材：3万人の国内外のIT人材が応募大会に参加します。
· 専門的な業界参加者：20000人の業界見学者及びエンドユーザーが参加するため、巨大なビジネスチャンスがあり、有効的な交流と取引のプラットフォームとなってます。
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	図一：参加者の所属企業の性質
	図二：参加者の地域別
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	図三：参加者の役職
	図四：参加者のニーズ

	
	


第六部分：サービス部門
大連市中国国際ソフトウェア及び情報サービス取引センター
· 大連市中国国際ソフトウェア及び情報サービス取引センターは中国国際ソフトウェア及び情報サービスフェアにサービスを提供する部門として、毎年の中国国際ソフトウェア及び情報サービスフェアの具体的な業務を担当しています。様々な取引形式で、長年にわたりソフトウェアと情報サービスの取引イベントを実施し、閉幕なきフェアに作り上げました。
· 大連市中国国際ソフトウェア及び情報サービス取引センターは出展企業と様々なクライアントに対し、全方位から行き届いたサービスを提供しています。サービス内容は提携先の紹介、技術製品の宣伝、需給情報の提供、投資環境についてのコンサルティング、IT人材の推薦などが含まれているため、国内外のIT企業と各業界ユーザーとソフトウェア教育機構の間における提携交流の架け橋となっています。
大連市中国国際ソフトウェア及び情報サービス取引センターは特別オーダーのある企業に対し、毎年の中国国際ソフトウェア及び情報サービスフェアで特別なイベントを単独に実施しています。普段でも各主要都市で企業製品のPR会、ビジネスマッチングなどのイベントを行うことが可能です。
· 同時に､大連市中国国際ソフトウェア及び情報サービス取引センターは皆様に心を込めて行き届いたサービスをし、各クライアントのために、交流と提携商談のプラットフォームを用意しています。データー分析と市場調査を提供し、産業発展調査研究の報告を発表し、情報コンサルティングとトレーニングを提供し、人材育成及び交流サービスを提供し、資金マッチングコンベンション及び業務マッチングコンベンションを提供し、年中のナットワークの取引プラットフォームを築き、供給と需要を発表します。
· 大連市中国国際ソフトウェア及び情報サービス取引センターは中国ソフトウェア及び情報サービスを促進することを自分の責任として、各種の取引形式に努力し、イノベーションをして、取引内容を豊富にして、細かいところまで行き届いたサービスを提供します。
本センターはイノベーションを動力として、市場をガイドとして、サービスを主旨として、誠意を持って、国内外ソフトウェアと情報サービス業の企業、投資機構と仲介機構に各方位のサービスを提供して、お客様の皆さんに交流と協力のプラットフォームを築いていきます。
事務局連絡先：
連 絡 先：大連市中国国際ソフトウェア及び情報サービス取引センター
住　　所：大連市西崗区勝利路38号
郵便番号：116011

お問合せ：86-411-83629908
86-411-83626908
86-411-83628908
FAX：86-411-83635468

E-mail：office@cisis.com.cn

HP：http：//www.cisis.com.cn
ネットワーク実名：中国軟件交易会
付：ブース申請表

第九回中国国際ソフトウェア及び情報サービスフェア
ブース申込書
時間：2011年6月16日－19日                                                        場所：大連世界博覧広場
	会社名（日 本 語）：

	会社名（英語表記）：

	住　　所：
郵便番号：

	法人代表：
電話番号：

	担 当 者：
役　　職：

	TEL：
FAX：

	HP：
E-mail：

	ブース予約
	基準ブース：（　　m×　　m）　　個

	
	特別エリア（36㎡～　　）：（　　m×　　m）　　㎡

	広告予約
	広告位置：金額：

	その他費用
	（ご記入）金額：

	合計
	
	ブース番号：

	出展企業展示品の類別：（□に√をご記入下さい）
□各種ソフトウェア製品
□各種ハードウェア製品
□システム統合ソリューション
□集積回路設計
□ソフトウェア輸出／アウトソーシング
□情報資源開発
□通信サービス／インターネットサービス／データ加工処理技術及び製品
□デジタルエンターテインメント及び応用技術
□ソフトウェア科学研究成果
□ソフトウェア人材トレーニング
□ソフトウェア及び情報サービスニーズ
□インタネット関係のマスコミ

□その他情報技術及び製品
	出展目的：（□に√をご記入下さい）
□ブランドを展示
□ソフトパークと基地成果展示
□新しいお客様を見つけ
□科学研究成果を展示
□デマンドを展示
□市場開拓
□トレーニングの供給と需要のマッチング
□新製品・新技術のプロモーション
□注文
□市場策略のため
□業界交流
□パートナーを探す
□その他

	展示企業確認：
本社は2011年6月16日～19日に大連世界博覧で開催される「第8回中国国際ソフトウェアおよび情報サービスフェア」に出展します。当方は本申込書と「CISIS2010招待状」を読み、理解し､上記に関する規定を遵守の上、本申込書を記入と署名します｡本当方は本申込書に記入した内容は真実で有効で本音を表します｡
社印：
担当者サイン：日付：
	開催部門確認：
当社は申請者の申込書を受け取り、本申込書と「CISIS2010招待状」の約束に基づいて､サービスを提供すると承諾します｡

	お振込み情報：
振込先：深圳発展銀行大連中山支行
口座名：大連市中国国際軟件和信息服務交易中心
口座番号：720305413009801

振り込み項目：中国軟件交易会参展費用
	組織委員会確認：
社印：
担当者サイン：日付：


注：本申込書は様式契約書です｡記入する上に社印捺印､署名したら､法律効力を持ちます｡事務局はブースの分配についての解釈権を保留します｡申込書のコピーは有効です｡申込書を記入したら､事務局へ郵送或いはFAXしてください｡
TEL：86-411-83629908/8908/6908
FAX：86-411-83635468
HP：http：www.cisis.com.cn[image: image5.png]
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